




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 2～3年間の WINDASと MSMデータから，
風向反転日を抽出した。まず日本列島および東アジ
アにおける，風向反転日出現率の分布を明らかにし
た。次に事例地域において，風向反転日出現率の季
節変化を解析し，また事例日における地上風系およ
び気圧分布を解析した。さらにこれらの結果につい
て，従来の局地循環系の研究成果と比較検討した。
その成果は，以下のようにまとめられる。
1）風向反転日出現率は，海岸付近よりも内陸側に
多いが，とくに山麓付近の平野部から山地の斜
面部に多い。これらの地域での出現は，山谷風
のような個々の盆地などでの循環に対応してい
る。さらにこれらの地域は，内陸に発達する熱
的低気圧の周辺でもあり，出現は中部山地のよ
うな多くの山地や盆地・谷を含む地域全体での
循環に対応する。また，日本列島と沿海の間で
の，日周期での循環に対応する可能性がある。
2）局地循環系の発達する地域は，中部地方のほか
に，朝鮮半島北部や台湾が顕著である。ただし，
これらの3地域において主として発達する循環
のスケールには差異がある。台湾では，小さな
盆地や谷の集合した台湾山脈周辺で明瞭で，や
や小さな循環が発達する。朝鮮半島北部では，
大陸と海洋との間において主要な循環の発達が
みられる。
なおこうした局地循環系は，汚染質輸送や熱輸送
を介して，農産物，都市環境，人々の健康などにも
直接，間接に影響する。以下に環境からみたその問
題点について付記する。
局地循環系は擾乱を伴わない穏やかな風のため，
さまざまな影響を緩和することが多い。反対に局地
循環系の出現の少ない地域では，高温や低温が顕著
となることが多い。たとえば最高気温を記録した，
熊谷や多治見などは，局地循環の出現しにくい地域
である。また四日市ぜんそくのように，石油化学コ
ンビナートから排出される硫黄酸化物が狭い地域に
降下して，激烈な被害がもたらされたのは，伊勢湾
周辺が日夜の風向反転が少ないことにもよる。こう
した熱汚染質，化学的汚染質の集中は，局地循環系
からは類似する。
さらに汚染質は，その放射強制力により気候に影
響を与える。たとえば放射強制力に対し全球平均と
しては小さなエアロゾルの直接効果も，局地的には
大きく，また地表面で大きな強制力を作る（中島映
至，2004）。すすを含む炭素性エアロゾルや硫酸塩
エアロゾルは人為的に排出されて輸送されるために，
局地循環系による影響の大きいことが考えられる。
東アジアにおける局地循環系の出現と変化
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さらに大陸内部の盆地など，定常風速の弱いところ
では，さまざまな大気の物理的化学的成分が滞留し
やすく，そこにおける雲量や降水量にも影響する可
能性が考えられる。
このように環境に影響する人為的汚染質であるが，
とくに石炭利用による大気汚染，酸性雨，地球温暖
化は問題であり，新たなエネルギー源の開発が必要
とされる。東アジア酸性雨モニタリング・ネットワー
ク（EAENT）やクリーン開発メカニズム（CDM）
などで，共同してモニタリングの実施，統一的制度
構築，結果の合意形成，カーボン・クレジットの買
上げなどがめざされる（明日香壽川，2004）。ここ
で人為的排出抑制に関して，局地的な自然要因，た
とえば都市のヒートアイランド，海陸風・湖陸風，
山谷風などによる局地不連続線などは，局地的高温
域を形成することから，そこでの人為的排出を加速
する。そのため局地循環系の実態の解明が必要であ
る。
また東アジアにおいて局地循環系は，中部山地，
朝鮮半島北部，台湾付近で顕著であった。それぞれ
の位置に隔たりがあるため，近年の気候変動に差異
がある。たとえば1980年代後半以降では，長江流
域では降水量が増加したが，黄河流域では乾燥傾向
が強まった。これは太平洋高気圧の中国への張り出
しなどにより，長江流域には熱帯海洋から水蒸気が
多くもたらされるのに対して，黄河流域では降水に
地表面からの蒸発散が多くを占めるためとされる
（安成哲三，2004）。上記3地域もまた太平洋高気圧
からの影響は異なり，その結果として局地循環系も
異なる変動をすることが考えられる。こうした気候
変動と，局地循環系の変動の関係の解明などは，今
後の課題である。
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